
TICAD９のテーマ「革新的な課題解決の共創、アフリカと共に」の下で、横断的事項として官
民連携、若者・女性のエンパワーメント、地域統合・連結性にフォーカス。

TICAD9横浜宣言（概要） 2025年（令和7年）８月
外務省アフリカ部

１ 総論

２ 各論
（１）経済
自由で開かれたインド太平洋（FOIP）に好意的に留意。
アフリカ大陸自由貿易圏（AfCFTA）を通じた地域統合と連結性の強化、DX・AI・衛星データ利用の
促進、AIガバナンス構築、官民連携強化。
貧困・食料不安解消に向けた農業システムの強化、重要鉱物資源の安定供給・責任ある開発・世銀
のRISE等を通じた現地における付加価値の付与の重要性。
国内資金動員の強化、適切な債務管理、電力アクセスの改善、アフリカの民間セクター開発のための共
同イニシアティブ（EPSA）の拡充を歓迎。
多角的貿易体制（WTO）の重要性。
（２）社会
ユニバーサルヘルスカバレッジ（UHC）達成に向けた保健システム強化、人材育成（初中等教育、高
等教育、産業人材育成）。
日アフリカの若者の相互交流の重要性、廃棄物処理の重要性、防災分野の日本の貢献を歓迎。
（３）平和と安定
人間の安全保障促進の重要性、人道・開発・平和の連携。
グッドガバナンス・民主主義・法の支配の重要性、女性・平和・安全保障の促進。
安保理改革に向けた協力を確認。核兵器のない世界の実現に向けたコミットメントを再確認。
（４）今後のTICADプロセス
次回はアフリカ開催。変化する優先課題に適合させるべく、TICADがより良いものとなるよう検討。


